
 

 
■実施主体︓NPO 法⼈しもかわ観光協会、下川町役場ほか 
■ダム活⽤箇所︓ダム堤体、ダム周辺道路、監査廊、⿂道 
■ダム所在地︓北海道上川郡下川町 
■ダム管理者︓北海道開発局 旭川開発建設部 名寄河川事務所 

 サンルダム管理⽀所 
■ダム完成年度︓2019（平成 31）年 ■ダム形態︓台形ＣＳＧダム 

■取り組みのポイント 
①サンルダム周辺⾃治体のかわまちづくり登録による地域連携。 
②サンルダム周辺道路を含むサイクリングコースの設定などインフラを活⽤した取り組みのほか、⺠間企業

を中⼼としたインフラツーリズムモニターツアーを企画。 

■取り組みの概要 
・サンルダムの建設に伴い下川町が「サンルダム周辺整備計画」を平成 27 年に策定。湖⾯周辺の整備を⾃然

とのふれあいや学習の場として活⽤することを⽬指す。 
・下流の名寄市では⾃転⾞周遊を中⼼としたかわまちづくり計画の推進もあり、NPO 法⼈しもかわ観光協会

や下川町役場などと⼀緒となり広域連携を進めてきた。 
・近年ではダム⾒学を盛り込んだダム周辺観光施設との連携によるインフラツーリズムモニターツアーを実

施。企画、⽀援は北海道開発技術センター、北海道中央バス（株）等の⺠間企業が中⼼に運営した。 

 
 

  

サンルダムを活⽤した地域活性化の取組 サンルダム 

サンルダム全景 

名寄川地区かわまちづくりの事業箇所 



■⼈・組織 
・NPO 法⼈しもかわ観光協会︓名寄川地区かわまちづくり計画のメンバーとして地域活性化に関わっている。 
・北海道開発技術センター︓インフラツーリズムモニターツアーの企画、⽀援。 
・北海道中央バス（株）︓インフラツーリズムモニターツアーの販売、運営。 
・下川町役場︓ベンチ等のハード整備に加え、名寄川地区かわまちづくり計画の事務局として様々に⽀援。 
・名寄河川事務所、サンルダム管理⽀所︓ダム周辺道路の整備やイベント等の協⼒。 

■しくみ 
〔事業スキーム〕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■地域連携⽅策 
・名寄川地区かわまちづくりワーキンググループでは産官学メンバーによる計画、検討が進められている。 

■取り組みの成果 
・ダム周辺道路や堤防道路を活⽤したサイクリングコースの設定など進められているが、本格的な運⽤は今後

の展開となる。 
・インフラツーリズムモニターツアーは好評であったが、採算⾯を含め今後の事業化は検討中である。 

名寄川地区かわまちづくり WG ニュースレター 

下川町など 

・かわまちづくり計画の推進、情報発信 

民間運営事業者 （NPO しもかわ観光協会、一社 北海道
開発技術センター、北海道中央バス(株)） 

・サイクリングコースの設定、レンタサイクル、ガイド雇用 
・モニターツアー参加者募集等の企画、支援、販売、運営 

利用者 

申込、料金支払い 施設等の提供 

名寄河川事務所 

サンルダム管理支所 

施設使用願い 

施設使用許可 連携 ダム周辺インフラの整備、

情報発信 

インフラツーリズムモニターツアーの募集チラシ 

整備状況（看板） 


